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内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
次
長
の
出
張
の
実
態
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
次
長
の
出
張
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
九
六
第
三
〇
一
号
）

で
は
、
「
「
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
在
籍
時
の
出
張
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
「
出
張
」
の
「
回
数
」
や
「
日
時
」
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
示
さ
れ

た
。国

家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
六
号
で
、
「
出
張
」
と
は
「
職
員
が
公
務
の
た
め
一
時
そ
の
在
勤

官
署
（
常
時
勤
務
す
る
在
勤
官
署
の
な
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
）
を
離
れ
て
旅
行
し
、
又
は
職
員
以
外
の

者
が
公
務
の
た
め
一
時
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
離
れ
て
旅
行
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
二
条
で
は
「
こ
の
政
令
に
お
い
て
、
「
利
害
関
係
者
」
と
は
、
職
員
が
職
務
と
し
て
携
わ
る
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
」
と
し
て
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

同
第
三
条
第
一
項
で
「
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
同
項
第
六
号
で
「
利
害
関
係
者
か

ら
供
応
接
待
を
受
け
る
こ
と
」
、
同
項
第
七
号
で
「
利
害
関
係
者
と
共
に
遊
技
又
は
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
」
な
ど
が
例
示
さ
れ

て
い
る
。

一



平
成
二
十
七
年
四
月
二
日
、
学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
（
岡
山
市
）
の
獣
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
、
愛
媛
県
、
今
治
市
の
担

当
者
と
加
計
学
園
関
係
者
ら
は
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
次
長
の
藤
原
豊
氏
と
面
会
し
、
「
要
請
の
内
容
は
総
理
官
邸
か
ら
聞

い
て
お
り
」
、
「
政
府
と
し
て
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

同
日
、
愛
媛
県
と
今
治
市
の
担
当
者
、
加
計
学
園
関
係
者
ら
は
首
相
官
邸
で
首
相
秘
書
官
で
あ
っ
た
柳
瀬
唯
夫
氏
と
も
面
会

し
、
柳
瀬
秘
書
官
か
ら
「
本
件
は
、
首
相
案
件
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
日
を
は
さ
ん
だ
そ
の
前
後
半
年
の
藤
原
豊
氏
の
出
張
の
実
態
で

あ
る
の
で
、
「
具
体
的
な
範
囲
」
を
「
明
ら
か
」
に
し
た
上
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
六
年
十
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
二
日
ま
で
の
間
（
「
当
該
期
間
」
と
い
う
。
）
の
藤
原
豊
氏
の
出
張

（
先
方
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
先
方
が
旅
費
等
を
負
担
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
含
む
。
）
の
回
数
は
何
回
か
。

二

当
該
期
間
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
張
の
日
時
、
宿
泊
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
日
数
、
用
務
先
、
用
務
内
容
、
同
行
者
、

交
通
手
段
、
旅
費
支
給
額
を
明
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
出
張
が
藤
原
豊
氏
の
所
属
す
る
部
署
の
政
策
の
推
進
に
不
可
欠
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

当
該
期
間
に
お
け
る
藤
原
豊
氏
の
出
張
（
先
方
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
先
方
が
旅
費
等
を
負
担
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
含

二



む
。
）
の
う
ち
宿
泊
を
伴
う
も
の
に
お
い
て
、
宿
泊
地
で
「
利
害
関
係
者
」
で
あ
る
申
請
者
や
関
係
自
治
体
か
ら
「
供
応
接

待
」
を
受
け
た
り
、
「
遊
技
又
は
ゴ
ル
フ
」
を
共
に
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
回
数
と
相
当
金
額
を

明
示
さ
れ
た
い
。

四

当
該
期
間
に
お
け
る
藤
原
豊
氏
の
出
張
に
お
い
て
、
「
利
害
関
係
者
」
で
あ
る
申
請
者
や
関
係
自
治
体
か
ら
自
動
車
等
に

よ
る
送
迎
や
移
動
の
便
宜
供
与
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

加
計
学
園
の
獣
医
学
部
の
新
設
に
関
し
て
、
当
時
の
藤
原
豊
氏
の
職
務
上
、
愛
媛
県
や
今
治
市
の
当
該
事
業
の
担
当
者
、

加
計
学
園
の
当
該
事
業
を
担
当
す
る
職
員
ら
は
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
第
二
条
で
い
う
「
利
害
関
係
者
」
に
該
当
す
る
と
い

う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
て
、
藤
原
豊
氏
は
、
利
害
関
係
者
で
あ
る
加
計
学
園
の
当
該
事
業
を
担
当
す
る
職
員
ら
か
ら
、
国
家
公
務
員

倫
理
規
程
第
三
条
第
一
項
第
六
号
で
い
う
「
供
応
接
待
」
を
受
け
、
あ
る
い
は
同
項
第
七
号
で
い
う
「
遊
技
又
は
ゴ
ル
フ
」

を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
回
数
と
相
当
金
額
を
明
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


